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資
料
紹
介
山
本
家
所
蔵
﹁
古
賀
精
里
書
簡
﹂
多
久
島
澄
子
は
じ
め
に
山
本
家
と
は
︑
佐
賀
大
学
地
域
学
歴
史
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
が
二
〇
〇
七
年
か
ら
調
査
を
始
め
ら
れ
た
伊
万
里
市
山
代
町
立
岩
の
旧
家
で
あ
る
︒
同
家
の
史
料
は
近
世
後
期
か
ら
昭
和
期
に
及
び
一
万
数
千
点
を
数
え
る
︒﹁
古
賀
精
里
書
簡
﹂
は
家
内
長
押
に
留
ま
り
調
査
の
対
象
か
ら
は
ず
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
︒
何
故
﹁
古
賀
精
里
書
簡
﹂
が
山
本
家
に
存
在
す
る
か
は
不
明
で
あ
る
が
︑
現
当
主
の
話
で
は
︑﹁
二
代
源
右
衛
門
か
三
代
目
源
右
衛
門
が
収
集
し
た
の
で
は
な
い
か
﹂
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
︒
三
代
源
右
衛
門
は
︑
中
村
鼎てい
山ざん
︵
一
八
〇
〇
～
一
八
七
四
︶
に
師
事
し
俳
句
に
熱
心
で
︑
映
雪
軒
冨
麓
の
号
を
そ
の
ま
ま
法
名
と
し
て
い
る
︒
山
代
郷
俳
壇
・
経
済
界
の
中
心
人
物
で
あ
っ
た
︒
中
村
鼎
山
は
幼
少
か
ら
秀
才
の
誉
れ
が
高
く
多
芸
多
能
で
篆
刻
を
よ
く
し
︑
若
く
し
て
﹃
印
章
備
正
﹄
の
書
を
著
し
て
い
る
︒
佐
賀
美
濃
派
を
継
承
し
伊
万
里
の
宗
匠
と
し
て
︑
佐
賀
の
俳
壇
︑
歌
壇
と
の
交
流
は
相
当
深
か
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
︒
墓
碑
銘
に
は
﹁
公
卿
大
夫
文
人
韻
士
の
印
を
刻
し
︑
ま
た
熊
本
藩
の
招
き
で
二
ヶ
月
滞
在
し
て
藩
主
以
下
の
印
を
刻
し
た
︒
晩
年
鍋
島
閑
叟
公
の
命
を
受
け
印
を
刻
し
褒
典
を
受
け
た
﹂︑﹁
学
問
は
和
漢
を
兼
ね
︑
書
は
篆
書
隷
書
を
よ
く
し
︑
鉄
筆
の
技
は
そ
の
蘊
奥
を
極
め
︑
俳
諧
は
美
濃
獅
々
庵
の
流
を
汲
み
︑
こ
れ
を
凌
ぐ
ほ
ど
で
あ
っ
た
﹂︑
﹁
当
時
精
里
︑
侗
庵
︑
圯
南
の
先
輩
老
儒
も
鼎
山
の
俳
歌
を
見
て
天
才
と
称
し
た
﹂
と
あ
る
︒
明
治
七
年
三
月
七
五
歳
を
以
て
没
し
た
︒
一
︑
山
本
家
系
図
山本家所蔵「古賀精里書簡」
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立岩小柳庄
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西分、吉田
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男
映雪軒冨麓
源光義賢居
士
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昭和３年10月８日1855安政２年１月３日山本源三四代
立岩門ノ上、
浦七右衛門家791911明治44年５月23日1832天保３年12月14日シチ妻
小波瀬、永
尾源吾長女711929昭和４年12月11日1858安政５年３月10日アイ妻
731928
山本家系図 山本進氏資料から多久島作成
嘉永６年１月５日84歳鶴山□亀居士
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法名記録
二
︑
史
料
紹
介
〔追
書
〕
尚
々
諸
名
家
之
作
な
と
手
寄
ニ
無
之
追
而
相
求
早
々
上
可
申
候
︑
令
郎
御
長
進
之
様
子
詩
及
書
令れい
郎ろう
＝
他
人
の
子
息
を
敬
っ
て
い
う
語
拝
見
御
喜
慰
致
推
察
候
︑
〔本
文
〕
二
月
十
八
日
之
華
墨
拝
見
益
御
佳
勝
被
成
御
座
之
由
︑
奉
賀
候
︑
此
節
紫
洋
被
罷
登
︑
此
方
へ
数
日
逗
留
︑
緩
々
申
承
大
慶
仕
候
︑
御
社
中
之
御
近
況
委
敷
承
之
悦
入
申
候
︑
借
候
屋
敷
相
談
︑
私
旅
宿
二
町
程
西
ニ
家
有
之
候
を
借
り
受
被
申
候
通
粗
相
談
出
来
申
候
︑
生
徒
な
と
集
被
申
候
仕
与
御
座
候
︑
紫
洋
位
之
作
家
ハ
実
ニ
京
(
剥
落
)
ニ
而
も
堪
誇
候
得
者
何
と
ぞ
絳
帳
絳こう
帳
ち
ょ
う
＝
先
生
の
座
る
場
所
繁
昌
有
之
候
様
希
申
候
︑
規
模
餘
り
疎
闊
ニ
相
見
︑
如
何
後
々
ハ
窮
ニ
至
り
候
事
共
と
而
ハ
有
之
間
敷
や
と
︑
不
佞
輩
小
膽
之
者
ハ
案
不ふ
佞ねい
＝
自
分
を
謙
遜
し
て
い
う
申
候
一
新
春
御
祝
詞
扨
又
鄙
書
御
挨
拶
被
仰
下
被
入
御
念
候
一
友
三
随
分
落
付
居
申
候
︑
得
と
承
合
せ
冝
キ
師
な
と
へ
往
被
申
候
通
可
仕
候
︑
一
私
儀
春
来
一
向
詩
作
無
之
︑
曽
而
廃
絶
之
了
簡
ニ
而
も
無
之
候
得
共
︑
餘
業
殊
外
せ
き
候
故
︑
自
然
と
右
之
通
ニ
相
成
候
︑
三
月
望
御
按
節
之
砌
︑
詩
文
も
旧
業
ニ
而
候
間
︑
餘
力
ニ
不
及
廃
業
様
ニ
︑
蒙
御
厳
命
候
︑
詩
者
数
年
作
り
候
得
共
︑
文
章
一
向
出
来
不
申
候
故
︑
近
来
ハ
文
辞
之
業
ニ
手
ヲ
付
ケ
申
候
︑
昨
今
之
事
ニ
而
中
々
佳
篇
無
之
候
︑
右
ニ
付
︑
弥
詩
も
遠
り
申
候
︑
扨
々
存
候
通
ニ
手
及
ひ
不
申
︑
慨
嘆
仕
候
︑
乍
去
捨
魚
﹃
孟
子
﹄
告
子
篇
第
六
百
十
に
而
取
熊
掌
候
心
得
ハ
忘
却
﹁
舎
魚
而
取
熊
掌
﹂︵
魚
を
舎
て
て
熊
掌
不
仕
罷
在
候
︑
吏
務
御
紛
冗
を
取
ら
ん
︶
二
つ
取
れ
な
い
時
は
大
切
な
中
ニ
も
無
御
間
断
御
出
精
之
方
を
取
る
た
と
え
多 久 島 澄 子
54
御
様
子
承
之
︑
不
堪
感
服
候
︑
□
(破
レ
)
ハ
集
注
之
論
語
な
と
精
熟
可
仕
と
拙
法
ヲ
守
讀
居
申
候
︑
三
年
之
学
︑
不
覚
寸
進
︑
奉
愧
入
候
︑
書
餘
期
後
音
候
︑
恐
惶
頓
首
五
月
十
六
日
古
賀
弥
助
副
島
弥
兵
衛
様
︹
右
は
山
本
氏
提
供
の
写
真
資
料
に
よ
る
解
読
で
あ
る
︺
三
︑
史
料
解
説
二
︑
の
書
簡
の
差
出
人
は
古
賀
弥
助
︑
宛
名
は
副
島
弥
兵
衛
で
あ
る
︒
書
簡
中
に
紫
洋
︑
友
三
の
名
前
が
あ
る
︒
佐
賀
の
出
版
物
や
最
近
の
古
賀
精
里
研
究
書
か
ら
人
物
を
解
説
す
る
︒
整
合
性
の
あ
る
も
の
だ
け
採
っ
た
︒
︹
真
壁
仁
﹃
徳
川
後
期
の
学
問
と
政
治
﹄
名
古
屋
大
学
出
版
会
︑
二
〇
〇
七
年
︺
︹
梅
澤
秀
夫
﹃
早
す
ぎ
た
幕
府
御
儒
者
の
外
交
論
古
賀
精
里
・
侗
庵
﹄
出
門
堂
︑
二
〇
〇
八
年
︺
古
賀
精
里
年
譜
寛
延
三
年
︵
一
七
五
〇
︶
一
〇
月
二
〇
日
肥
前
国
西
古
賀
村
に
生
ま
れ
る
︑
安
永
三
年
藩
主
治
茂
か
ら
京
・
大
坂
遊
学
を
命
じ
ら
れ
る
︑
安
永
四
年
冬
大
坂
到
着
半
年
後
京
都
に
向
か
う
︑
安
永
七
年
京
都
か
ら
大
坂
に
移
り
尾
藤
二
洲
・
頼
春
水
ら
と
講
学
し
朱
子
学
に
帰
属
す
る
︑
安
永
八
年
佐
賀
に
帰
郷
︑
同
九
年
手
明
鑓
頭
格
請
役
相
談
役
に
抜
擢
さ
れ
る
︑
天
明
元
年
佐
賀
藩
校
弘
道
館
創
立
学
長
に
就
任
︑
寛
政
七
年
幕
府
か
ら
召
喚
さ
れ
る
︑
同
八
年
三
男
侗
庵
を
伴
っ
て
江
戸
に
移
り
五
月
二
八
日
昌
平
黌
教
授
と
な
る
︑
文
化
一
四
年
︵
一
八
一
七
︶
五
月
六
日
没
︒
︹
狩
野
雄
一
﹃
西
肥
遺
芳
﹄
西
肥
日
報
株
式
会
社
︑
一
九
一
七
年
︺
精
里
古
賀
樸
字
淳
風
通
称
弥
助
訥
齋
と
号
す
徳
川
幕
府
に
召
さ
れ
て
儒
官
た
り
所
謂
寛
政
三
博
士
︵
精
里
と
栗
山
及
二
洲
を
指
す
︶
の
一
人
と
て
人
の
能
く
知
る
所
な
り
文
化
十
四
年
死
す
六
十
八
歳
其
書
は
明
治
辛
亥
久
留
米
行
在
所
に
て
天
覧
を
賜
い
大
正
四
年
十
一
月
即
位
大
礼
の
際
従
四
位
を
贈
ら
る
崑
崙
副
島
照
賢
通
称
弥
兵
衛
佐
賀
儒
者
な
り
享
和
中
︹
中
原
勇
夫
﹃
今
泉
蠏
守
歌
文
集
﹄
中
原
勇
夫
︑
一
九
七
一
年
︺
昭
賢
号
崑
崙
・
水
竹
居
元
文
元
丙
辰
正
月
十
五
日
生
︑
享
和
二
壬
戌
二
月
十
二
日
死
︑
寿
六
十
七
︑
副
島
嘉
膳
藤
原
︹
副
島
廣
之
﹃
横
尾
紫
洋
﹄
善
本
社
︑
二
〇
〇
一
年
︺
横
尾
紫
洋
﹁
名
は
彦
廉
︑
通
称
は
文
助
ま
た
道
輔
と
称
す
︒
初
め
紫
陽
と
号
し
後
紫
洋
に
改
む
︒
外
に
孟
徴
︑
道
符
︑
質
世
︑
世
廉
︑
孟
瑞
︑
文
章
山
人
等
の
号
あ
り
︒
享
保
十
九
年
甲
寅
十
月
十
日
佐
賀
郡
川
久
保
村
大
字
川
久
保
に
生
る
︒
父
は
元
丈
︑
通
称
耕
一
郎
︑
母
は
広
瀬
氏
タ
ケ
︑
兄
は
元
悦
︑
妹
を
エ
ミ
と
云
う
︒
家
世
々
川
久
保
の
医
臣
た
り
︒
⁝
安
永
五
年
四
月
日
光
東
照
宮
に
参
詣
し
︑
偶
々
将
軍
徳
川
家
治
の
参
拝
す
る
に
遭
ひ
︑
そ
の
儀
容
の
堂
々
た
る
を
見
る
に
及
び
︑
皇
室
の
現
状
に
比
較
し
て
悲
憤
を
禁
ぜ
ず
︑
固
く
心
に
決
す
る
所
あ
り
︒
然
る
に
佐
賀
藩
は
幕
府
の
意
を
受
け
︑
数
々
帰
国
を
命
ず
れ
ど
も
紫
洋
遂
に
肯
ぜ
ず
︒
幕
吏
或
る
時
浴
室
に
在
る
を
窺
ひ
知
り
︑
之
を
捕
へ
て
佐
賀
に
檻
致
す
︒
時
に
天
明
三
年
な
り
︒
⁝
天
明
四
年
︵
一
七
八
四
︶
甲
寅
十
月
二
十
一
日
︑
小
城
郡
芦
刈
村
永
明
寺
に
て
藩
法
を
以
て
生
害
に
処
せ
ら
れ
る
︒
年
五
十
一
﹂︑﹁
大
正
十
三
年
二
月
十
一
日
紀
元
の
佳
節
に
際
し
て
︑
正
五
位
贈
位
の
恩
典
に
浴
す
︒
実
は
紫
洋
は
佐
賀
に
於
け
る
勤
王
の
先
駆
者
と
云
う
べ
し
﹂︵
一
七
～
二
〇
頁
︶︒
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﹁
宝
暦
十
一
年
︵
一
七
六
一
︶︑
紫
洋
二
十
八
歳
の
時
︑
神
代
邑
主
神
代
直
方
は
新
た
に
学
校
を
采
地
川
久
保
に
興
し
竹
裡
館
と
名
付
け
紫
洋
を
教
主
と
な
し
︑
島
内
︵
幸
右
衛
門
︶
を
助
教
と
し
⁝
竹
裡
館
に
折
々
会
合
す
る
儒
者
・
友
人
は
︑
劉
英
識
・
劉
友
益
・
伊
孝
卿
・
西
岡
柏
庵
・
石
井
鶴
山
・
副
島
崑
崙
で
︑
⁝
そ
の
頃
有
志
に
よ
っ
て
佐
賀
城
下
の
北
堀
端
に
会
業
館
と
い
う
学
舎
が
設
け
ら
れ
︑
紫
洋
は
こ
こ
で
も
教
授
と
な
っ
た
︒
⁝
古
賀
精
里
︵
弥
助
︶
は
当
時
十
四
︑
五
歳
で
︑
会
業
館
で
紫
洋
に
つ
い
て
経
書
を
学
ん
だ
﹂︵
六
〇
・
六
一
頁
︶︒
安
永
五
年
︵
一
七
七
六
︶
新
春
七
年
間
の
出
国
を
許
さ
れ
上
京
す
る
︑
同
六
年
左
大
臣
九
條
尚
實
の
掃
丁
と
な
る
︑
同
七
年
尚
實
公
関
白
に
昇
進
︑
紫
洋
尚
實
公
の
侍
講
と
な
る
︑
こ
の
頃
富
小
路
公
の
女
を
娶
る
︑
四
月
頃
よ
り
朝
廷
に
出
仕
︑
同
八
年
柴
野
栗
山
︑
尾
藤
二
洲
と
共
に
京
の
三
儒
と
称
揚
さ
る
︑
同
九
年
︵
一
七
八
〇
︶
初
秋
病
を
得
て
朝
廷
︑
九
條
家
を
辞
し
帰
郷
︑
天
明
元
年
︵
一
七
八
一
︶
晩
秋
病
癒
え
再
度
上
京
︑
同
二
年
晩
秋
光
格
天
皇
に
御
進
講
︑
同
三
年
右
大
臣
一
條
輝
良
公
に
任
用
さ
れ
中
務
と
改
名
︑
九
月
一
六
日
出
国
期
限
が
迫
り
口
上
書
を
提
出
︵
一
七
二
～
一
七
三
頁
︶︒
古
賀
精
里
・
副
島
崑
崙
・
横
尾
紫
洋
の
三
人
の
略
年
表
を
作
っ
て
み
た
︒
享
保
一
九
︵
一
七
三
四
︶
年
一
〇
月
一
〇
日
横
尾
紫
洋
誕
生
︒
元
文
元
︵
一
七
三
六
︶
年
一
月
一
五
日
副
島
崑
崙
誕
生
︒
寛
延
三
︵
一
七
五
〇
︶
年
一
〇
月
二
〇
日
古
賀
精
里
誕
生
︒
宝
暦
一
一
︵
一
七
六
一
︶
年
神
代
邑
校
竹
裡
館
設
立
︑
紫
洋
教
主
に
な
り
崑
崙
と
交
友
あ
り
︑
佐
賀
の
会
業
館
の
教
授
に
な
り
精
里
を
教
え
る
︒
安
永
三
︵
一
七
七
四
︶
年
精
里
︑
藩
主
治
茂
か
ら
京
・
大
坂
遊
学
を
命
じ
ら
れ
る
︒
安
永
四
︵
一
七
七
五
︶
年
冬
︑
精
里
︑
大
坂
に
到
着
︑
半
年
後
京
都
に
向
か
う
︒
安
永
五
︵
一
七
七
六
︶
年
紫
洋
︑
新
春
七
年
間
の
出
国
を
許
さ
れ
上
京
︑
明
経
博
士
伏
原
宣
條
に
師
事
︑
富
小
路
良
直
公
に
認
め
ら
れ
る
︒
安
永
六
︵
一
七
七
七
︶
年
紫
洋
︑
左
大
臣
九
條
尚
實
の
掃
丁
と
な
る
︒
安
永
七
︵
一
七
七
八
︶
年
精
里
︑
京
都
か
ら
大
坂
に
移
り
尾
藤
二
洲
・
頼
春
水
ら
と
講
学
し
朱
子
学
に
帰
属
す
る
︒
紫
洋
︑
尚
實
公
の
侍
講
と
な
る
︑
富
小
路
公
の
女
を
娶
る
︑
朝
廷
に
出
仕
︒
安
永
八
︵
一
七
七
九
︶
年
精
里
︑
佐
賀
に
帰
郷
︒
紫
洋
︑
柴
野
栗
山
ら
と
詩
作
の
会
を
催
す
︒
安
永
九
︵
一
七
八
〇
︶
年
紫
洋
︑
初
秋
病
を
得
て
朝
廷
・
九
條
家
を
辞
し
帰
郷
︒
天
明
元
︵
一
七
八
一
︶
年
紫
洋
︑
晩
秋
病
が
癒
え
再
度
上
京
す
る
︒
天
明
二
︵
一
七
八
二
︶
年
紫
洋
︑
光
格
天
皇
に
御
進
講
︒
天
明
三
︵
一
七
八
三
︶
年
紫
洋
︑
捕
縛
さ
れ
国
許
に
送
還
の
後
収
監
さ
れ
る
︒
天
明
四
︵
一
七
八
四
︶
年
紫
洋
︑
一
〇
月
二
一
日
永
明
寺
に
て
切
腹
五
一
歳
︒
享
和
二
︵
一
八
〇
二
︶
年
二
月
一
二
日
崑
崙
没
六
七
歳
︒
文
化
一
四
︵
一
八
一
七
︶
年
五
月
六
日
精
里
没
六
八
歳
︒
精
里
が
崑
崙
に
宛
て
た
手
紙
の
内
容
は
︑
京
都
に
居
る
精
里
の
と
こ
ろ
へ
上
京
し
て
き
た
紫
洋
が
数
日
宿
泊
し
︑
佐
賀
の
崑
崙
の
こ
と
な
ど
を
語
り
合
っ
た
と
い
う
︒
そ
れ
で
は
﹁
精
里
が
京
都
に
遊
学
中
で
︑
そ
こ
へ
紫
洋
が
訪
ね
る
﹂
こ
と
が
で
き
る
の
は
何
時
か
︑
安
永
五
年
︑
紫
洋
が
上
京
し
た
と
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒
紫
洋
は
﹁
精
里
の
住
む
所
か
ら
二
町
程
︵
約
二
百
㍍
︶
西
に
借
屋
を
見
つ
け
︑
塾
を
開
き
生
徒
を
募
集
す
る
﹂
予
定
で
あ
る
と
い
う
興
味
深
い
内
容
で
あ
る
︒
次
い
で
精
里
自
身
は
﹁
詩
作
が
一
向
に
で
き
な
い
﹂
と
崑
崙
に
悩
み
を
打
ち
明
け
て
い
る
︒
も
し
安
永
五
年
と
し
た
ら
︑
精
里
二
七
歳
︑
崑
崙
四
一
歳
︑
紫
洋
四
三
歳
で
あ
る
︒
陽
明
学
か
ら
朱
子
学
へ
の
回
心
直
前
の
若
き
精
里
と
彼
に
影
響
を
与
え
た
崑
崙
・
紫
洋
の
関
係
を
物
語
る
貴
重
な
書
簡
で
あ
る
︒
多 久 島 澄 子
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四
︑
追
補
山
本
進
氏
を
煩
わ
し
て
書
簡
の
写
真
を
撮
り
直
し
て
貰
っ
た
と
こ
ろ
︑
十
数
字
の
解
読
と
訂
正
が
可
能
と
な
り
︑
書
簡
中
程
の
解
釈
が
年
代
を
鮮
明
に
し
た
︒
三
月
望
御
按
節
之
砌
︑
詩
文
も
旧
業
ニ
而
候
間
︑
餘
力
ニ
不
及
廃
業
様
ニ
蒙
御
厳
命
候
︑
｢三
月
望
﹂
は
三
月
一
五
日
︑﹁
御
按
節
之
砌
﹂
と
は
治
茂
が
京
都
に
足
を
と
め
た
と
き
︑﹁
御
厳
命
﹂
は
藩
主
治
茂
の
命
令
と
解
釈
し
て
泰
国
院
様
︵
治
茂
︶
御
年
譜
を
探
る
と
︑
安
永
六
年
三
月
一
日
江
戸
を
出
発
し
た
治
茂
は
︑
同
一
五
日
に
京
都
に
立
寄
り
︑
伏
見
に
止
宿
と
あ
る
︵﹃
佐
賀
県
近
世
史
料
﹄
第
一
編
第
六
巻
︱
泰
國
院
様
御
年
譜
地
取
︱
二
七
五
頁
︶︒
安
永
六
年
三
月
一
五
日
︑
精
里
は
治
茂
に
拝
謁
し
︑﹁
詩
文
も
旧
業
ニ
而
候
間
︑
餘
力
ニ
不
及
廃
業
様
ニ
﹂
と
の
厳
命
を
受
け
︑
急
を
要
す
る
﹁
餘
業
﹂
に
専
念
し
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
︒
こ
れ
に
よ
り
︑
こ
の
精
里
の
書
簡
は
安
永
六
年
五
月
一
六
日
に
書
か
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
︒
そ
う
す
れ
ば
︑
書
簡
の
終
段
に
書
か
れ
た
三
年
之
学
︑
不
覚
寸
進
︑
奉
愧
入
候
︑
の
解
釈
に
無
理
が
無
く
な
る
︒
つ
ま
り
安
永
四
年
冬
か
ら
の
留
学
で
そ
の
翌
年
に
﹁
三
年
之
学
﹂
で
は
年
数
に
無
理
が
あ
る
が
︑
安
永
六
年
と
な
る
と
足
掛
け
三
年
間
の
留
学
と
な
る
の
で
こ
の
方
が
自
然
で
あ
る
︒
一
方
の
紫
洋
は
︑
安
永
五
年
三
月
江
戸
行
を
決
め
︑
同
四
月
一
七
日
に
十
代
将
軍
家
治
の
日
光
社
参
を
見
て
い
る
︵﹃
横
尾
紫
洋
﹄
一
〇
四
頁
︶︒
慌
た
だ
し
く
戻
っ
た
と
も
思
え
な
い
の
で
︑
安
永
五
年
五
月
︑
紫
洋
が
京
都
の
精
里
を
訪
れ
た
と
は
断
定
で
き
な
い
︒
し
か
し
そ
う
な
る
と
次
の
文
章
に
疑
問
が
生
じ
る
︒
此
節
紫
洋
被
罷
登
︑
此
方
へ
数
日
逗
留
︑
緩
々
申
承
大
慶
仕
候
︑
御
社
中
之
御
近
況
委
敷
承
之
悦
入
申
候
︑
借
候
屋
敷
相
談
︑
こ
の
文
章
か
ら
は
︑
紫
洋
が
罷
り
登
っ
た
出
発
地
は
︑
国
元
︵
佐
賀
︶
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
︒
精
里
は
紫
洋
か
ら
佐
賀
の
崑
崙
の
近
況
を
委
し
く
聞
き
︑
紫
洋
の
借
家
の
相
談
に
及
ん
で
い
る
︒
紫
洋
の
上
京
は
安
永
五
年
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
︒
お
わ
り
に
今
回
は
こ
の
古
賀
精
里
の
書
簡
が
︑
安
永
六
年
五
月
一
六
日
に
書
か
れ
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
近
づ
い
た
︒
が
︑
友
三
な
る
人
物
に
つ
い
て
も
崑
崙
の
年
譜
も
不
明
で
あ
る
︒
と
も
あ
れ
︑
こ
の
書
簡
が
今
後
の
古
賀
精
里
・
横
尾
紫
洋
研
究
に
︑
ひ
い
て
は
幕
末
佐
賀
藩
の
研
究
に
資
す
る
こ
と
を
願
っ
て
止
ま
な
い
︒
こ
の
論
考
を
書
く
に
あ
た
っ
て
は
所
蔵
者
の
山
本
進
様
に
は
ご
快
諾
の
上
︑
写
真
提
供
ま
で
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
︒
大
園
隆
二
郎
様
に
は
解
読
・
解
釈
に
多
大
な
ご
教
示
を
い
た
だ
き
ま
し
た
︒
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
︒
︵
幕
末
佐
賀
研
究
会
・
伊
万
里
市
郷
土
研
究
会
会
員
︶
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